
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

                                        

 

 

 

 

 

 

研究通信 No.８ 

令和５年６月１３日（火） 

文責：荒嶽  

 

～第 1回、第 2 回校内研修より～ 
 第 1 回の校内研修では、自分の性格、他の先生の性格を知り、どんなアプローチをするとよい

か考えていきました。その後、いかがでしょうか。第 2 回の校内研修では、人権教育、児童理

解、グランドデザイン、本年度の方向性をお知らせしました。以下研修でお伝えした内容です。 

  

 

 

 

明日６月１４日は，奥山先生による「時計の時間と心の時間」の事前研修です。 

児童へのアンケートの結果から、学級の実態を「説明文嫌い・苦手な子どもたちが多い」と分析され

ました。さあ、「嫌い」と思っている子ども達へ、どんなアプローチをされるのか！ 

 

それは、「説明文の部屋を使い、文章構成を捉える」という手立てです！ 

そこから、 

「筆者の主張・事例の意図（何のためにその事例が挙げられているのか）を捉える」 

→「その主張に対する自分の考えを持つ」→（単元を通した学習課題）「筆者の主張や意図を捉え、

ある話題についての自分の考えを発表しよう」を目指す流れです。この学習課題は、誤答分析（国

語）の際に紹介した、私たちの指導の弱点克服につながるところではないでしょうか。奥山先生の

実践を通して、自分の授業を振り返り、「今の学年ではどんなことができるのか」を問いながら参加

しましょう。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

① １つの前提・２つの視点の明確化 

② 子ども主体の授業かどうか（たのしむ姿） 

③ 子どもの意見のコーディネート 

④ くすのきタイム（つぶやかせたい言葉） 

 

～各部会からのお知らせ・お願い～    

 □ 授業改善部会・・・チェックリストを使った参観授業の実施をお願いします。（学年部で）また、そのカ

ードは、後日回収して今後の授業の参考にしたいので、保管をお願いします。            

  □ 学習環境部会・・・毎週水曜日の須惠校長先生表紙の「チェックせんばんたい」をお願いします。 

                    また、「学習アンケート」の４・５月の結果が出ています。変容から授業改善につな 

げていきましょう。 

  □ 家庭連携部会･･･６月２３日（金）～７月２日（日）は、家庭学習充実週間です。シートを配付されま

すので取り組みをよろしくお願いします。朝の学力充実の時間にでもみんなでチ

ェックされてもいいかもしれませんね。 

 

奥山先生の本時の授業のポ

イントです。 

Teams にもアップされていま

すのでチェックしてください。 

学級の弱い部分にどんなアプローチをするといいのか 

奥山先生の授業でいっしょに学びましょう 

 

 

 

 

 

 

一中校区交流会の公開授業はお疲れ様でした！ 

他校の先生との意見交流の時間が余りありませんでしたが、カード

に感想が書いて置いてあり（励ましの言葉も！）うれしく思いました。ま

た、目指す姿やめあて等を書くことで、改めて「１つの前提と２つの視

点」についても考えることができたのではないでしょうか。常に意識し

ておくことが大事だな・・・と再認識する機会になりました。 

 


